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フードガイド検討会（仮称）報告書（概要）   

食生活指針を具体的な行動に結びつけるものとして、食事の望ましい組合せやおおよその  

量をわかりやすく示したものとして「食事バランスガイド」を策定するため、厚生労働省と農林水  

産省が共同して、「フードガイドく仮称）検討会」（座長：吉池信男 独立行政法人国立健康・栄養  

研究所研究企画・評価主幹）を平成16年12月24日に設置し、検討を進めてきたところであり、  

平成17年7月5日に報告書が取りまとめられた。  

1「食事バランスガイド」作成の目的  

○平成12年3月に文部省（当時）、厚生省（当時）、農林水産省により「食生活指針」が策定さ   

れ、それを受けて食に携わる関係者の取り組み方針を定めた「食生活指針の推進につい   

て」が閣議決定されるなど、心身ともに健康で豊かな食生活の実現に向けた普及・啓発が進   

められてきた。  

○また、生活習慣病予防を中心とした健康づくりという観点からは、野菜の摂取不足、食塩・脂   

肪のとり過ぎ等の食生活上の問題、男性を中心とした肥満者の急速な増加などに対し、食   

生活指針を普及することにより、より多くの人々に栄養・食生活についての関心や必要な知   

識を身につけてもらい、食生活上の課題解決や肥満の改善に結びつけてもらうことが必要で   

ある。  

○このような中で、先に食育基本法（平成17年法律第63号）が成立したところであるが、食育   

基本法はこうした現状に警鐘を鳴らし、国に対しても「食」に関する施策の強化・充実を求め   

ていると言える。  

○こうしたことから、食生活指針を具体的な行動に結び付けるものとして、「何を」「どれだけ」   

食べたらよいか、という「食事」の基本を身に付けるバイブルとして、望ましい食事のとり方   

やおおよその量をわかりやすくイラストで示したものを策定することとした。   


















